
     

一

 

本

校

の

沿

革

 

本

校

の

歴

史

は

、

昭

和

二

十

二

年

に

熊

谷

東

小

の

特

別

教

室

を

お

借

り

し

て

生

徒

数

五

百

六

名

、

九

学

級

で

開

校

式

を

挙

式

し

た

と

こ

ろ

か

ら

始

ま

り

ま

し

た

。

そ

の

後

、

昭

和

二

十

五

年

に

現

在

の

中

央

公

園

に

校

舎

が

新

築

さ

れ

移

転

し

た

際

に

は

、

生

徒

数

千

六

十

四

名

、

二

十

二

学

級

で

あ

り

ま

し

た

。

そ

し

て

、

昭

和

五

十

七

年

十

月

に

現

在

の

校

舎

が

完

成

し

、

翌

年

一

月

に

移

転

し

ま

し

た

。
 

令

和

六

年

度

の

生

徒

数

は

六

九

八

名

、

学

級

数

は

二

十

四

学

級

で

す

。

開

校

以

来

受

け

継

が

れ

て

き

た

「

師

弟

同

行

」「

文

武

両

道

」

の

精

神

を

大

切

に

し

、
生

徒

一

人

一

人

の

個

性

や

能

力

を

伸

ば

す

教

育

を

推

進

す

る

こ

と

で

、

本

校

の

学

校

教

育

目

標

「
『

知

・

徳

・

体

』

の

バ

ラ

ン

ス

の

と

れ

た

日

本

一

の

富

士

見

中

生

」
の

実

現

を

図

っ

て

い

ま

す

。

二

 

校

章

・

校

歌

制

定

に

係

る

エ

ピ

ソ

ー

ド

 

 

１

 

校

章

 

①

 

制

定

年

 
 

昭

和

二

十

二

年

 

②

 

デ

ザ

イ

ン

の

意

図

 
 

     
 

 

※

創

立

五

十

周

年

記

念

で

校

舎

に

校

章

を

設

置

 

 
 

 

※

創

立

六

十

周

年

記

念

で

正

門

に

松

を

植

樹

 

 

２

 

校

歌

 

①

 

制

定

年

 
 

昭

和

二

十

七

年

 

②

 

歌

詞

に

込

め

た

思

い

 
 

 

※

作

詞

者

・

伊

藤

敏

雄

さ

ん

に

平

成

二

十

二

年

、

生

徒

会

本

部

役

員

が

お

話

を

伺

っ

た

記

録

（

抜

粋

） 

   

 

熊

谷

市

立

富

士

見

中

学

校

 

校

長

 

田

沼

 

良

宣

 

富

士

見

の

見

を

三

と

し

て

、
富

士

山

を

三

つ

。
富

士

の

間

の

三

角

は

松

。
富

士

の

白

雪

に

緑

の

松

は

心

の

美

し

さ

を

。
中

央

の

二

重

の

円

は

ク

と

マ

で

熊

谷

を

、

中

は

中

学

校

を

表

す

。

 

当

時

は

、
空

襲

で

焼

け

野

原

に

な

っ

た

と

こ

ろ

か

ら

の

復

興

中

で

し

た

。
富

士

見

中

の

生

徒

が

卒

業

し

た

後

も

、

人

生

を

前

向

き

に

「

明

る

く

強

く

」

進

ん

で

ほ

し

い

と

い

う

思

い

を

込

め

ま

し

た

。

 



 


